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論文内容の要旨
この論文では (n+ 1 )次元開集合GxCで定義された半線形連立 3 一方程式 (Z=(ZI' ZZ' 
Z J) 
(1)δ 吉 jw=f j(z , w) , j=1 , 2 ,…, n , 
f j (z , w)εc∞(G x C) , f / Z , 0) 三 0 ， ZEG , 
が研究の対象である。
まず方程式(1)が系であることにかんがみ，その解の満たすべき適合条件，積分可能条件を求めるのに
便利な微分形式
(2) a w = f ( Z , w) 
f(z , w) =Lj:1 f j(z , w) d zp 
f(z ， O) 三 0 ， ZEG , 
に書き直しておく。領域QCGにおける(2)の非自明解w( z)は
(3) [ f J A a w= [δzI+IAI"J ， 
を満たす。記号[ ]はwに解w( z)を代入していることを示している。ここではGXCで， (i) f 有
三 0 ， (垣) f 冒キ O の場合について考察するが，場合( i )は取扱いが簡単で，方法論的に場合(誼)
に含まれるので(証)の場合のみを扱ってよいことがわかるから，以下において f ーキ 0 ， Z E三GXC
を仮定する。
(4) [ f wJA a w = [-f A f弔] . 
(5) [ f wJA 吾 [IJ Aðw=α(αEC二 2) (Q) ) , 
? ?
が導かれる。特に断らない限り α は各型の Q における Z に関する微分形式を表す。
[S] : = {Q でのベクトル場の系1: J:1αj ?Z J I 1:J:1α10a j w=α は適合条件} , 
T~:=ZEQ における Q の複素接空間，
rank.[ S] : =dim [S] (z) ([ S] (z) は [S] が Z において張る T~の複素ベクトル部分
空間)
さらに次の仮定をおく。
r : =rank.[ S] 一定 zEU (U は z の近傍)
このとき， z の各近傍Uで， (i) r=n か， (証) r=n-l であるが， (i) の場合は関数論的
には重要でないから， (ii) について調べると，この場合はベクトル場の系 fwA ð , f 冒 Að は“リ一
括弧"作用の下で閉じていることがわかり，これから Uの点 z 0 を通る Uの (n -1 )次元複素多様体
が存在し，この多様体はUにおける複素解析関数 h(z) (dh キ 0) により集合{ z EU I h ( z ) = h
( z 0)}で表されることがいえる。 ðh/δz ，キ 0 ， ZEU，と考えてよいので，これから次の 1 -1 
解析的変換φ:U→c n (z から E= (El' E2' …, EJ への変換)
(6) E 1 = h (z) , E J = Z J' j = 2 ,…, n , 
が定義され，この変換により (2) ， (3)は φ(U) において (u : =w 0φ一 1( E) , Eでの考察は「勺で示す)
δ 1 1 u= f',( f , u) ， θ'uAdf ， =f' Adf 1, 
(7) b' ?L'J U = δ 1' 1 f'j-?fj f'， +f'，。古 f'J- f'J ??f'l' 
j = 2 ,…, n , 
なる方程式系になる。
(6) と (7)を用いて， Q における解w( z)の関数論的性質: 1) 解の零点集合はQ の解析的集合， 2) Q 
がコンパクトなGの部分集合で，境界 ðQが十分滑らかならば有界な解ω は Qで複素解析関数世( Z )に
相似である(即ち w=φぷ， ρ は Q でへルダ一連続な関数)等々が導き出される。
変換(6)は解に依存するので，この変換が解に無関係となる条件を仮定し，さらに(7)の積分可能条件
を考慮することにより，方程式(1)の局所解の存在を次のようにして示す: 1 変数 f 1 の δ 方程式と，
ム，…，ムの全微分方程式 ( E 1 を助変数と見倣し完全積分可能条件を満たす)に(1)の方程式が分解
している事を利用し， 1 変数 f ，のみの方程式に帰着させるO
この存在定理により，局所相似原理の成立と，方程式(1)の解の族が一様に有界ならばコンパクト部分
集合の上で一様収束する解の系列(極限関数は，また解である)を含む(即ち正規族である)という性
質が証明される。
論文の審査結果の要旨
概複素多様体が複素多様体になるための条件を求める際に局所座標の変換式として
(1) 。言 jw=Z i;la i]Oz i w(j=l , 2 ,…, n) 
-104-
の形の微分方程式が現れることはよく知られている。他方， n=l の場合に著名な Cauchy-Riemann 
の方程式を一般化した
(2)δ~w=Aw+B 帝
も 1950年頃から Vekua等によって研究の対象とされて来た。これは 2 次元の亜音速流体や薄膜の変形
理論などとの関連に於て定式化されたのである。右辺の形からわかるように(2)は R 一線型である。
幸原君は(1)に動機づけられて， (2)よりも遥かに一般な方程式系
(3)ohw=f j(z , w)(j=l , 2 ,…, n) 
を導入して，その解を研究し続けてきた。ここで， C n間の強擬凸領域Gに対して， f jEC∞(GXC ， 
C) , fj(Z , 0)=0 とし， f = j:t
1 
f j (z , w) d 玄 j に対してGで δ 苛 f キ O を仮定する。この論文
で得られた主要な成果は次の通りである。
定理1.方程式系(3)の解の零点集合は解析集合をなす。
定理 2. 任意関数を含む一般解は，或る正則関数と，零点をもたない nice function との積の形で得ら
れる。
定理 3. 方程式系(3)の局所解が存在する。
これら一連の命題に対する証明法は幸原君が独自に開発したところであって，その要点は或る適当な
局所双正則な変数変換で(3)を見直すと，唯 1 個の変数については知られた approximately analytic 
function になり，他の変数については全微分方程式になるという事実に存すると言うことができる。よ
り具体的には， (3)の両辺を微分してゆくことにより適合条件を見出し，そのときに生ずる付加方程式に
対応して或る( 1 , 0) 型のベクトル場が現れるが，それとその共役との全体がLie algebraをなすこ
とがわかり，それから求める変数変換が見出されるのである。
関連する問題を扱った研究として， 1979年以降，米国の Buchanan，ソ連の Magomedov ， Palamodov , 
Mikailov等の論文があるが，すべて R-線型の場合のみを取扱っているにすぎない。上述のような弱
い仮定のもとでの研究は内外を通じて幸原君が最初であり，理学博士の学位論文として十分に価値があ
るものと言忍める。
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